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慢性期 37 0 0

休床等 9 0 0

介護保険施設等

合　計 46 0 0

○今以上に高齢化が進む中、治療とともに予防医学を重視し
　重篤になる前に病気になりにくい身体をつくる細やかな指導
　をしていく。
○健康寿命を伸ばすためリハビリにも力を入れ、通院が困難な
　患者には在宅治療も積極的に行う。
○地域に密着した医療を心がけ、患者との対話を大切に、地域
　のかかりつけ医としての役割を果たしていく。

協　議　書

やましろ病院

熊本市中央区坪井１丁目３−４６

慢性期３７床、休棟等９床

○整形外科、内科、リハビリテーション科を設置し、地域医療
　の担い手として疾病の治療・予防・健康増進に貢献。
○病床を持つ病院として外傷による骨折等の手術の他、外来だ
　けでは完治できない患者に対して、入院による治療を実施。
○病病連携、病診連携による入院も受け入れている。

○37床の慢性期病床と9床の休床を削減し無床診療所となる。
○病床削減後は、外来及び在宅治療に注力し、整形外科では神
　経ブロック・投薬による治療に加え、理学療法による慢性の
　腰痛・膝痛などの疾患の治療を実施。内科では、生活習慣病
　である高血圧・高脂血症などの治療および指導を行っていく
　予定。

49.8%


